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１． 環境経営方針
ＮＯ．２

環境経営方針
■基本理念

株式会社大多摩製作所は、お客様のニーズに沿った精密鈑金加工・
筐体加工･プレス加工等の事業活動を展開しており、これらの製造活動
及び製品が環境に与える影響を的確に捉え、環境経営目標を設定し
汚染の予防と環境負荷低減を行い保全活動の継続的改善を推進します。

■基本方針

株式会社大多摩製作所は、以下の基本方針に基づき環境活動を実施します。

1．環境関連法規制・条例・顧客要求・その他の要求事項を順守します。
2．次の事項を重点的なテーマとして、環境経営目標を設定して取り組みます。

　〔ａ〕電力・ガソリン・軽油の削減により、ＣＯ２排出抑制に努めます。
　〔ｂ〕節水などにより、排水量の削減に努めます。
　〔C〕製品の歩留まり向上を図ります。
　〔ｄ〕廃棄物の分別・リサイクルにより、金属くずの削減と廃棄物排出抑制に努めます。
　〔ｅ〕５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）活動の推進により快適な職場環境維持に努めます。
　〔ｆ〕製品・材料などの有害化学物質を管理し、グリーン製品の創出に努め、
　　　事務用品（コピー用紙等）購入時は環境負荷が少ない製品を購入いたします。

3．環境経営方針等は教育及び日常の活動を通じて当社で働く全ての人に
　　周知徹底を図ると共に社外にも開示します。

制定日2008年７月15日
改訂日2017年11月1日
株式会社　　大多摩製作所

          代表取締役　　森田　光博

２．登録事業所の概要

【１】事業者名及び代表者
株式会社　大多摩製作所
代表取締役　森田　光博

【２】所在地・連絡先
〒１９８－００５２　　東京都青梅市長渕１－９２７－２
ＴＥＬ：０４２８－２４－５８２１

【３】環境管理責任者
榎戸　友也

【４】事業内容
精密鈑金加工・筐体加工・プレス加工等の製造

【５】事業規模
従業員　　　１3名（2023年5月8日現在）
工場延べ床面積　　　６６０㎥
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　役割 ・ 責任 ・ 権限
・経営における課題とチャンスの明確化

　代表者（社長） ・環境方針を策定する。
・環境管理責任者を任命する。
・環境方針を策定した後、環境保全活動の宣言を全従業員に通達する。
・環境方針・環境目標・環境取組への基本的方向を明確にし環境管理責任者
　へ指示する。
・環境管理責任者より報告内容を受け、全体を見直しをし、改定等の指示を
　行う。

 環境管理責任者 ・環境経営システム及び要求事項を確立し、実施・維持する。
・環境経営システムの構築・運用状況を代表者（社長）に報告する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（改善提案等）
･環境に関する内部・外部のコミュニケーションの責任を担う。

　　　事　務　局 ・環境関連のデータ収集及び管理を行う。官公庁への報告・届出業務を行う。
・目標に対しての進捗状況の管理・運営・フォローを行う。
･環境委員会議事録の作成。

　　改善委員会 ・環境マネジメントに関することを検討する場とし、社長が議長となり毎月
　開催する。
・メンバーは、社長・環境管理責任者・事務局・工場長・各部門リーダーとし、
　必要に応じて社長及び環境管理責任者が指名したものとする。
・環境委員会は、運営会議と兼ねて実施する。

　　　工　場　長 ・業務部と製造部の統括責任者として環境経営システムの推進を行う。

　　部門リーダー ・各部門の環境マネジメントシステムの実行の総括・各部門の固有の役割
　を持つ。
・各部門の従業員への環境方針の周知及び環境教育を行う。

　全　従　業　員 ・環境目標・活動計画を実施する。
・環境に関する責任あるやり方で業務を実施する。
・問題が発生した場合、部門リーダーへ報告する。

社長

業務部
（営業、事務）

4人

工場長

環境管理責任

製造部
5人

改善委員会
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５．■第５期中長期計画(2022年度～2024年度）新目標値（2021年度実績値に基づく）

基準 ★基準年度に対する削減目標値

環境目標項目 15年目 16年目 17年目

環境方針 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

実績値 ２％減 ３％減 ４%減

電力使用量削減（ｋWｈ） 総量 105,674 103,561 102,504 101,447

百万円あたり 原単位 1,112 1,090 1,079 1,068

ガソリン使用量削減（Ｌ） 総量 95 93.10 92.15 91.20

CO２ 百万円あたり 原単位 1 0.98 0.97 0.96

排出抑制 軽油使用量削減（Ｌ） 総量 1,913 1,875 1,856 1,836

百万円あたり 原単位 20 19.73 19.53 19.33

ＣＯ２量（㎏） 総量 55,258 54,153 53,600 53,048

百万円あたり 原単位 582 570 564 558

排水の 水使用量の削減（㎥） 総量 91 89 88 87

排出量抑制 従業員数あたり 原単位 7.0 6.9 6.8 6.7

製品歩留ま
りの向上

金属ｽｸﾗｯﾌﾟ率の削減(％) 総量 41 40.18 39.77 39.36 スクラップ総量
÷金属購入量
×100

廃棄物の 一般廃棄物削減（㎏） 総量 176 172 171 169

排出抑制 百万円あたり 原単位 1.9 1.82 1.80 1.78

グリーン 環境負荷が少ない

コピー用紙は環境配慮型パルプ配合の用紙の購入を心掛ける
購入 品物を購入する

化学物質 保管場所の整頓、　

年間の使用量が微量な為、削減目標の策定は行わず成分表の管理、保
管場所の整頓とします。管理 成分の把握

★目標値の削減率は、新基準年度である2020年度実績値を基に計算しております。
★購入電力の排出係数は東電2021年度調整後0.452（ｋｇ－CO2/ｋWｈ）です。
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6-1．環境経営活動の取組内容と評価（2021年11月～2022年3月）と次年度の取組み
■決算時期の変更によりレポート対象前となった期間の当社における取組内容、実施結果及び評価は次の通りです。（上段
が総量値、下段が原単位値となっております）

　　環境目標項目 取組内容 目標 実績
評価と対策

（12ヶ月間） （12ヶ月間）

お客様からの要求 従業員の意識改革の基、今後もより一層の向上を
図る。事項の遵守

・省エネ目標説明

電力使用量の多いレーザー加工機を使用する受注が増
えた。百万円当たりでは目標と同等だった。

・エアコンの温度設定 37,896 48,896 
・フィルターの清掃 29%増×

電力使用量の削減 ・節電運動の展開

　　　　（ｋWｈ） ・不要時の消灯 1,090 1087
百万円あたり ・節電カンバンの設置 0％減 〇

・未稼働設備電源ＯＦＦ

・ＯＡ機等の省エネ化
・デマンドコントロール

ガソリン使用量削減 45 77

量産品の注文が増え、パレットに載った材料を工場内に
搬入するフォークリフトの使用回数が増えガソリン使用量
が増加したと思われる。軽油についても納品量増で増量
は増加したが、百万円当たりでは減少した。

　　　　　（Ｌ） ・エコ運転の展開 71%増 ×
百万円あたり ・アイドリングストップ 0.98 1.71

・急発進・急停止の排除 75％増× 
ない運転の実施

軽油使用量削減 ・適正な積載量の維持 724 788 
　　　　　（Ｌ） ・ルートの見直し 9％減増×

百万円あたり 19.73 17.51
11％減〇

ＣＯ２排出量 ・エアコンの温度設定 19,941 25,395 
上記の理由で使用実績総量は目標達成する事が出来な
かった。今後も継続して空調設備の適正温度を守り、効
率良く効果を得る為に各担当者によるフィルター清掃を
こまめにし排出量削減に努めたい。

（ｋｇ－CO2) ・アイドリングストップ 27%増×

百万円あたり 570 564 
1%減 〇

排水量の排出抑制 ・節水目標の説明 30 29
達成できたが、節水活動について朝礼等を通じて周知し
継続して行きたい。

(m
3
) ・節水の呼びかけ運動 6%減○

従業員数あたり ・節水カンバンの設置 6.9 5.4
22%減○

品質向上に取り組み、段取り改善、加工時間短縮、工程
内不良を減らしてスクラップを減らして行きたい。

金属スクラップ率の ・金属くずの削減目標 40.18 10.00
削減 　　の説明 75％減○
（％） ・製品取りの見直し

・作業前の図面確認

・両面コピー、裏紙使用 156 112.7

日頃使用しているクラフト紙やエアーパッキンの再利用
を徹底した。今後も継続して行きたい。

一般廃棄物の排出抑制・ゴミの分別管理 28％減〇

 ( ｋｇ) ・ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙの再利用 1.82 2.50

百万円あたり ・通い箱の推進 38％増×

５Ｓ活動の推進 ・終業５分前の一斉 社内の活動目標でもあるので、社員全員が積極的に行
動し活動を推進して行きたい。　清掃の維持

グリーン購入 ・事務用品等エコマーク
コピー用紙は環境配慮型パルプ配合の用紙の購入を心掛ける

　商品の購入

　　化学物質管理 成分表管理、保管場所
の整頓

半年間使用量 年間の使用量が微量な為、削減目標の策定は

16Ｌ×1缶程度 行わず成分表の管理、保管場所の整頓とします。

★目標値は、新基準として定めた2021年度実績値より2％減の目標値です。

★購入電力の排出係数は東電2021年度調整後0.452（ｋｇ－CO2/ｋWｈ）です。

★売上高原単位は百万円あたり。
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6-2.環境経営活動の取組内容と評価（2022年4月～2023年3月）と次年度の取組み
■当社における取組内容、実施結果及び評価は次の通りです。（上段が総量値、下段が原単位値となっております）

　　環境目標項目 取組内容 目標 実績
評価と対策

（12ヶ月間） （12ヶ月間）

お客様からの要求 従業員の意識改革の基、今後もより一層の向上を
図る。事項の遵守

・省エネ目標説明

電力使用量の多いレーザー加工機を使用する受注が少
なく、他の加工機の使用や外注生産が多かった為、売上
高が昨年度と変わらず、電力使用量の実績値は目標に
対し減少した。

・エアコンの温度設定 103,561 95,842 
・フィルターの清掃 7%減〇

電力使用量の削減 ・節電運動の展開

　　　　（ｋWｈ） ・不要時の消灯 1,090 887
百万円あたり ・節電カンバンの設置 19％減 〇

・未稼働設備電源ＯＦＦ

・ＯＡ機等の省エネ化
・デマンドコントロール

ガソリン使用量削減 93.1 98

量産品の注文が減り、パレットに載った材料を工場内に
搬入するフォークリフトの使用回数が減りガソリン使用量
が減っていると思われる。軽油についても納品回数を減
らす為に納品日の調整をし、一度に揃えて納品出来る様
に心掛け軽油削減につなげられた。

　　　　　（Ｌ） ・エコ運転の展開 5%増 ×
百万円あたり ・アイドリングストップ 0.98 0.91

・急発進・急停止の排除 7％減〇 
ない運転の実施

軽油使用量削減 ・適正な積載量の維持 1,875 1,812 
　　　　　（Ｌ） ・ルートの見直し 3％減 ○

百万円あたり 19.73 16.78
15％減〇

ＣＯ２排出量 ・エアコンの温度設定 54,153 48,236 
使用実績総量は目標達成する事が出来た。今後も継続
して空調設備の適正温度を守り、効率良く効果を得る為
に各担当者によるフィルター清掃をこまめにし排出量削
減に努めたい。

（ｋｇ－CO2) ・アイドリングストップ 11%減 ○
百万円あたり 570 447 

22%減 〇

排水量の排出抑制 ・節水目標の説明 89 84
蛇口の閉め忘れにより水が出てしまっている事が見受け
られた。節水活動について朝礼等を通じて周知し継続し
て行きたい。

(m
3
) ・節水の呼びかけ運動 6%減○

従業員数あたり ・節水カンバンの設置 6.9 6.5
6%減○

品質向上に取り組み、段取り改善、加工時間短縮、工程
内不良を減らしてスクラップを減らして行きたい。

金属スクラップ率の ・金属くずの削減目標 40.18 66.67
削減 　　の説明 66％増×
（％） ・製品取りの見直し

・作業前の図面確認

・両面コピー、裏紙使用 172 329

日頃使用しているクラフト紙やエアーパッキンの再利用
を徹底した。今後も継続して行きたい。

一般廃棄物の排出抑制・ゴミの分別管理 91％増×

 ( ｋｇ) ・ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙの再利用 1.82 3.05

百万円あたり ・通い箱の推進 67％増×

５Ｓ活動の推進 ・終業５分前の一斉 社内の活動目標でもあるので、社員全員が積極的に行
動し活動を推進して行きたい。　清掃の維持

グリーン購入 ・事務用品等エコマーク
コピー用紙は環境配慮型パルプ配合の用紙の購入を心掛ける

　商品の購入

　　化学物質管理 成分表管理、保管場所
の整頓

年間使用量 年間の使用量が微量な為、削減目標の策定は

16Ｌ×2缶程度 行わず成分表の管理、保管場所の整頓とします。

★目標値は、新基準として定めた2021年度実績値より2％減の目標値です。

★購入電力の排出係数は東電2021年度調整後0.452（ｋｇ－CO2/ｋWｈ）です。
★売上高原単位は百万円あたり。

（1）報告事項
○エコアクション21の活動が作業現場、事務所共に全社員の意識、行動は維持されています。
これからも全員参加、全員の力を集約し、製品品質向上活動を基盤として、更なる環境改善活動に
取り組んで行きたいと思います。
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7．環境関連法規制の順守状況

　　■当社における法的義務を受ける主な環境関連法規は次の通りです。

　　法規制の名称 　　　遵守事項 　　状況・規制値及び測定器 管理方法
遵守状況

2022年4月1日

☆廃棄物表示管理 ※廃棄物表示管理 期限・常時 ○

○廃棄物処理法 ☆廃棄物分別管理 ※廃棄物分別管理 ○

☆マニフェスト管理 ※専用ファイルに管理 該当なし

○東京都環境確保条
例

☆アイドリングストップ
※駐車時・エンジン停止
※騒音振動の防止

看板の掲示 ○

○消防法 ※火災報知機、消火器等の点検 年２回 ○

○青梅市一般廃棄
物処理基本計画

☆ゴミの分別ハンドブッ
ク参照（青梅市） ※ゴミの分別 期限・常時

○

○ＰＲＴＲ法
☆使用量が少量の為　　　
届出不要

※使用量が微量の為、規制対象外

保管場所の管理 ○

○大気汚染防止法 ☆ＶＯＣを理解し適正に
使用する。

※使用量が微量の為、規制対象外
保管場所の適正
管理

○

○オフロード法

☆点検整備の励行 ※半年に一度自主点検

点検表の管理 ○
☆適正燃料の使用 ※定められたＧＳにて燃料購入

○フロン排出抑制法

☆簡易点検の励行
※3ヶ月に一回の点検

点検表、機種番
号の管理

○
※廃棄時に委託確認書

☆機器出力の把握 ※引取り証明書

※ファイルにて管理

○高圧ガス保安法
☆転倒、打撃、高温
防止、火気厳禁の安

全対策を守る。

※混合ガス・アルゴン･アセチレン、
酸素ガスの各種高圧ガスボンベ
※作業前、作業後の点検の徹底
（緊急事態訓練時を含む）

常時監視 ○

●環境関連法規制への違反・訴訟等の有無

　今年度は法規違反・訴訟ともにありませんでした。なお、関係当局より違反等の指摘は過去3年間ありません。

●外部コミュニケーション

　苦情はありませんでした。今後においても、フォークリフトや営業車のアイドリングによるエンジン音の騒音防止

　に注意し、対応して行きたいと考えます。

７.代表者による見直し
エコアクション21の活動を開始して15年が経過しました。その間エコアクション21の取組みも社員全員に定着し

全員の協力により環境経営目標を達成する事が出来ております。取組みにおいて二酸化炭素排出量削減、

電力使用量削減をメインに活動しており、スクラップ・廃棄物以外の目標は達成出来ました。受注した製品の種類、材質により

稼働する設備が変わるので、電力消費の多いレーザー加工機の使用頻度が上がると

電力総使用量の削減は難しくなりますが、生産活動での引き続き段取り改善、

加工時間短縮、不良低減活動に取組み、金属スクラップを減らすとともに節水にも努めて行きたい。

これからも全員の力で5S活動推進、製品品質向上を目指して行きたいと思います。


